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において、SFB 観測点（震源距離 14 km）では、鉛直方向に 376 cm 程度の最大変位（PGD）を記録し
ており、最大水平変位は 620cm に達した。また、1999 年に台湾で発生した地震（Mw 7.6）において
は、TCU052 地震観測点（震源距離 1.7 km）で、断層方向、断層直交方向、および鉛直方向に、それ















第 2 章では、断層近傍の地震動の特徴を詳述している。 
ここでは主に震源メカニズム、永久変位（フリングステップ）、地震波の指向性、パルス速度波効
果、上盤効果、さらに特徴的なこれまでの主要な地震動について説明するとともに、橋梁に及ぼす断














場の P 波も S 波と同様の計算法を導入した。具体的な 2 つの比とは、一つ目は極座標における θ φ 方
向に沿った成分に関連する FS（S 波遠地項）比（RS）であり、2 つ目は r 方向に沿った成分に関連す
る FP（P 波遠地項）比（RP）である。これらの 2 つの比率（RSと RP）は、Rω/𝑉𝑆の比率に関連するも
のである。この手順によって、断層近傍の地震動の完全な波形を得ることができた。FS と FP の影響
に関する簡単な例として、逆断層モデルを対象に検討を実施した。𝛼 𝛽⁄ = 3.0/2.5の仮定に基づいて、
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響について評価した。断層付近（震源から 20km 以内）の 2,500 箇所の観測地点を仮定し、逆断層モデ
ルにより各点での地震動を計算した。加速度場の 3 次元ベクトルは、断層近傍の加速度がかなり複雑
であることを示した。しかし、速度の 3 次元ベクトル場は 0.5 秒〜3.0 秒の幅を持つパルス形状を示
し、断層の中央領域からの破壊伝播の様子が容易に見てとれた。変位の 3 次元ベクトル場の場合、上

























第 6 章は結論であり，本研究で得られた成果を要約している。 
  











































（平成 31 年 3 月 25 日までの間）、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
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